
昨年のAPSのポスター発表の

とき，リバモアの研究者が研究の

中身とは関係のない質問，「あなたは海上保安大学校（略

称：海保大）に所属されていますが，どうして海保大でプ

ラズマ物理の研究をしているのですか？」をしてきました．

私は少し驚きましたが，彼はきっと沿岸警備隊士官学校と

プラズマ物理がどう関連しているのか，奇異に思ったので

しょう．私は「学生時代から一貫してプラズマ理工学に関

する研究を行っており，海保大の機関科の学生に対して電

気工学やエネルギー工学に関する講義を行うために，プラ

ズマ理工学に関する研究を行っているのです．」と答えまし

た．この研究者だけでなく，今まで国内外の大学や研究所

の先生からこれと似たような質問として，「海保大でプラ

ズマの研究をやって良いの？」などがありましたが，私は

すべて上記のように答えています．私の研究分野が校外の

研究者からそのように見られているのと同じように，校内

の先生や学生からも海上保安業務とどう関連しているのか

疑問視されることもあります．私はプラズマの数値計算を

行っていますので，特別研究（一般大学の卒業研究）のテー

マとして海上保安業務と関連した海洋中の音波伝搬の数値

計算を学生に提示し，学生と一緒に勉強したことがありま

すが，最近は専門のMHDに関連した数値計算を提示し，

学生の興味がある部分をやらせています．最近の学生は幹

部海上保安官として将来現場に赴任して役に立つ海上保安

分野の研究だけでなく，興味のある研究分野を選ぶように

なっています．海保大では特別研究は時間割の中に組み込

まれているため，一般大学と違い限られた時間内でしか行

えないですが，特別研究の目的は学生が自ら考えて問題を

論理的に解決する能力を身につけることにあり，その点は

一般大学と差はありません．というわけで，私はどんな

テーマであっても学生が上記の能力を身につけば良いと考

えています．面白いことに，海保大創設のモデルになって

おり，また，現在，海保大と国際交流活動を行っている米

国沿岸警備隊士官学校では，ヘリコンプラズマの実験を

行っている研究グループがあり，毎年，制服を着た学生が

APSで発表しています． （神吉隆司）
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